
水道管の凍結・破損に注意しましょう
気温が氷点下になる前に対策をお願いします

◎日陰や風当りの強いところの水道の確認
氷点下でなくても水道管が凍結することがあります。

テレビやインターネット等の気象情報にご注意ください。

◎屋外にある露出した水道管や蛇口の保護
①水道管はホームセンター等で扱っている保温材で覆ってください。

②乾いた布類を活用して、ひも等で固定し、ビニール袋をかぶせる方法もあります。

◎水道メーターボックス内の保護
水道メーターボックス内の空間に冷気が入り込まないようにするため、

発泡スチロールやタオルなどをビニール袋に詰め、空間を埋めます。

※寒波が過ぎたら詰め物を取り除いてください。

②①



◎給湯器や太陽熱温水器の確認と対策
特に凍結しやすい箇所は、次の箇所です。

使用しない給湯器は水抜きをおすすめします。

定期的な確認で、漏水を早めに発見できます。

給湯器・太陽熱温水器の凍結対策については販売店へご相談ください。

◎凍結により水道が出ない時の対処
水道管が凍結して破損し、気温が上がると凍結部分から漏水することがあります。

漏水を発見した時は止水栓を閉め、給水工事指定店へ修理をご依頼ください。

家を長期間留守にする時も、止水栓を閉めることをおすすめします。

◎漏水の確認方法
家の蛇口をすべて閉め、パイロットをご確認ください。

回転している場合は漏水のおそれがあります。

給水工事指定店へご相談ください。

指定店の修理は有料（個人負担）です。

問合せ先：小林市上下水道局上下水道課　電話：0984-23-0321

むき出しの水道管

本体と保温材のすき間

本体

パイロット
水道メーター

止水栓（バルブ）

解凍する時は、凍結部分にタオルをかけ、

ゆっくりと「ぬるま湯」をかけてください。


